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1．はじめに 

 横波型弾性表面波（SH-SAW）素子を用いる

ことで，液相系センサが実現できる．SH-SAW

センサは液体の密度粘度積，誘電率，導電率を

同時に計測することが可能という特徴を持つ． 

 直接メタノール燃料電池（DMFC）はメタ

ノール（MeOH）水溶液を燃料として用いるこ

とで発電する．充電する必要がないため非常時

の電源や携帯用機器の二次電源として利用可

能である．発電効率は燃料の MeOH 濃度に依

存するため，特定の濃度範囲にMeOH濃度を

保つ必要がある．このため MeOH濃度センサ

が必要となる．筆者等は，SH-SAW センサを

用いた DMFC 用の MeOH 濃度センサの研究

を行ってきた(1)．本稿では，SH-SAW センサ

を実際に DMFCの燃料循環経路内に搭載した

実験結果と理論値との検討について報告する． 

 

2．測定系 

 SH-SAWセンサをDMFCの循環タンクと燃

料電池スタックの間に設置した(図 1)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 DMFC構成図． 

 

3．結果と検討 

3.1 DMFC搭載測定  

 DMFC は起動すると暖気運転を行い，循環

燃料温度が上昇する．図 2に循環燃料の温度と

センサの位相応答の測定結果を示す．センサの

応答は温度変化に従っている．そのため温度変

化を伴う DMFC の循環燃料測定における

SH-SAWセンサの利用は可能である． 

3.2 理論値と測定値の比較 

 DMFCの燃料の濃度は約 3wt%付近である．

センサの応答の妥当性を検証するために，セン

サ感度式（文献(1)）から求められる理論値と

先ほど求めた測定値の比較を行った．位相応答

から速度変化を求めることができ，その結果を

図 3に示す．測定値は常温では理論値と一致し

ているが、温度が高くなるほど理論値から離れ

てしまっている．これは，燃料内で発生したギ

酸の導電率が関係している．理論値を用いた濃

度決定を行うには測定値を用いて理論値を補

正する必要がある．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 DMFCの循環燃料の継時測定の結果． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 理論値と実験値の速度変化の比較． 

 

4．あとがき 

 本稿では．SH-SAWセンサを DMFCに搭載

した測定結果について述べた．DMFC の循環

燃料測定における SH-SAW センサの利用の可

能性について述べた． 
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